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活動や

行事

保育者の

関わり

令和７年度　阿武町架け橋期のカリキュラム （５歳児）

〈みどり保育園のめざす子どもの姿〉　元気でがんばりぬく子　　明るい子　　やさしい心をもつ子
めざす

子どもの

姿

５領域を総合的に展開
（言葉・表現・環境・健康・人間関係）

方向目標
「味わう」「感じる」等の

方向付け

学びの芽生えの時期
（遊びや生活を通して学ぶ）

自立

共生

年長児としての意欲と自信をもってさまざまな活動に取り組む

仲間の大切さを感じ、仲間の一人としての自覚や自信をもつ

自立心を高め、就学への意欲をもつ

友達と一緒に取り組んでいく楽しさを感じる

阿武町の子どもに育みたい４つの心や力

勇気

相談する

異文化に触れる ※外国人の先生が常駐 （英語活動、ハロウィンパーティー）

小学校・中学校・萩高奈古分校・地域との交流（いもを植える、芋掘りをする、高校生が園児のお世話をする等）

わくわくお楽しみ会（遊戯・太鼓） 生活発表会運動会園外保育（さんぽ）

草花を使った遊び 虫探し 生き物の飼育 水（シャボン玉）を使った遊び 秋の自然を使った遊び ルールのある遊び

総合的に展開健康で安全な生活をつくる

季節ごとの自然やものとの関わりが広がる

遊びを工夫する

共通の目的の実現に向けて協力する

イメージや考えを伝え合う

社会とのつながりを意識する

自信をもって行動する

卒園式

驚きや喜び等に共感する

〈保育者が大切にすること〉

きれいな色水ができたときの

喜びに共感する。

〈予想される子どもの姿〉

○「先生！見て見て！」

（伝えたい）

○「赤色と青色を混ぜたら

紫色ができたよ！」

（驚き・発見）

個々に合った目標を見付け、できたことをほめる

〈保育者が大切にすること〉

子どもの様子を把握し、「水

に顔がつけられるようになっ

たね。」等、言葉にしてほめ

る。

〈予想される子どもの姿〉

○言葉にはしないけれど、自分からやってみようとする姿が見られる。

↓

「顔つけ１０秒できた！先生、できるから見て。」（自信）

○「先生！○○ちゃん顔つけれたよ！！」

（友達をほめる・友達の素敵なところを知らせる）

☆特に「驚きや喜び等に共感する」「個々に合った目標を見付け、できたことをほめる」を大切にする。＋「子ども・先生が出会う、つながる」

具体例 「水遊び」

経験カリキュラム

一人ひとりの生活や体験からの
学び、自発的な活動を重視

きづく

やりぬくかかわる

きめる
興味・関心をもつ

自分のよさに気付く

友達のうれしそうな顔や困った顔などに気付く

自分の役割を知る時間を意識する

自分の思いに気付く

決める選択する

試す
考えをもつ

工夫する

目標をもつ

これまでの経験を生かす
考えて行動する

思いや考えを伝える
友達の思いを聞く

共通の目的に向かって活動に取り組む

相手を思いやる
折り合いを付ける・話し合う

命を大切にする

やりたいことに向かう責任感

きまりや約束を守る

自分の力でやり遂げる

自信をもつ

挑戦

健康な体

達成感協力する

自分とは異なる感じ方があることに気付く

標識や文字の役割に気付く

表現する
自発

やさしい言葉をかける

遊び込む
（学びの芽生え）

遊び込む
（学びの芽生え）

豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、
分かったり、できるようになったりする

気付いたことができる
ようになったことなど
を使い、考えたり、試
したり、工夫したり、
表現したりする

心情、意欲、態
度が育つ中で、
よりよい生活を
営もうとする

知識及び技能の基礎

思考力、判断力、

表現力等の基礎 学びに向かう力、

人間性等

阿武町の子どもに
育みたい

４つの心や力

※別紙参照「令和７年度 阿武町架け橋期のカリキュラム（交流活動や先生同士の連携について」

小学校
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生活科

教師が大切に

すること

令和７年度　阿武町架け橋期のカリキュラム （１年生）

めざす

子どもの姿

〈小学校〉ふるさとを愛する人　自分の言葉で伝える人　つながりを大切にする人　たくましく育つ人

各教科等の学習内容を系統的に学ぶ
到達目標

「～できるようになる」といった
目標への到達度を重視

自覚的な学びの時期

自立

共生

なかよし いっぱい
がっこうたんけん

さいてほしいな わたしの はな いきものとなかよし

なつと ともだち

みんなの にこにこ 大さくせん

ふゆと ともだち

もうすぐみんな ２年生いちねんせいが
はじまるよ あきと ともだち

経験や学びをつなぐ

〈教師が大切にすること〉

保育園での生活を思い出し

ながら、自分たちの力で知

りたいことや疑問を解決で

きる時間をつくる。

〈予想される子どもの姿〉

○朝の支度はどうやってするのかな。保育園で

は手紙とシール帳を出した後に道具を片付け

たよ！小学校も一緒かな。

○給食は誰が用意するのかな。自分たちで準備

するって聞いたことがあるけど、どうやって

するのかな。

自己選択・自己決定

〈教師が大切にすること〉

疑問をどうやって解決するか

を自分たちで考える。

〈予想される子どもの姿〉

・学校を探検して、どんな教室

があるか確かめたい！

・校長先生に聞いたら、学校には

どんな先生がいるか分かるん

じゃないかな。

振り返り

〈教師が大切にすること〉

挑戦したいことや知りたい

こと、楽しみなことを今後

の学校生活や学習活動につ

なげる。

〈予想される子どもの姿〉

○音楽室にたくさんの楽器があったよ！いくつあるのか知りたいな。

→（算数「１０までのかず」、生活「いちねんせいがはまるよ」）

○図書室に本のことを教えてくれる先生がいたよ。みんなに教えた

いな。→（国語「こんなものみつけたよ」、生活「なかよしいっ

ぱいがっこうたんけん」）

☆特に「経験や学びをつなぐ」「自己選択・自己決定」「振り返り」を大切にする。＋「子ども・先生が出会う、つながる」

教科カリキュラム
学問の体系を重視

期待感をもつ
安心・安全に過ごす
学校生活に慣れる

自己を発揮する

経験を生かす

友達の思いや考えに耳を傾けながら、互いに思いを伝え合い、力を合わせて活動に取り組む

安心感をもって意欲的に活動に取り組む

友達と一緒に活動する楽しさを感じながら友達のよさが分かる

いろいろな活動に自分から進んでチャレンジする

きづく

やりぬくかかわる

きめる

友達のよさに気付く

興味・関心をもつ自分のよさや成長に気付く
友達の思いや考えに気付く

見通しをもつ

比較する

行動を振り返る

課題発見
これまでの経験や学んだことを生かす

自分とは異なる感じ方があることに気付く 自分で選択する・決める

試す
自分の考えをもつ

工夫する

目標をもつ

考えて行動する

思いや考えを伝える
友達の思いや考えを聞く

共通の目的に向かって活動に取り組む

相手を思いやる

折り合いを付ける・話し合う

互いに認め合う

表現する

命を大切にする

健康な体

責任感

自分の力でやり遂げる自信

自己理解自発

自己の動機付け

きまりや約束を守る

自信をもつ
達成感

表現する（言葉・絵・動作化・説明等）

相手意識をもって伝える
見通しをもつ 見付ける・比べる・例える・試す等

直接働きかける体験（見る・聞く・触れる・作る・探す・育てる等）

振り返る ルールや方法を工夫する 目的の実現に向けて力を合わせる

繰り返し挑戦する

具体的な活動や体験を通して 感じる・考える

例 生活科「いちねんせいが はじまるよ」

安心・学校生活
に慣れる

子どもが主体
友達との関わり

学びの芽生え
↓

自覚的な学び

阿武町の子どもに育みたい４つの心や力

何を理解しているか、何ができるか

理解していること、

できることをどう使うか

どのように社会・世界

と関わり、よりよい人

生を送るか

知識及び技能

思考力、判断力、表現力

学びに向かう力、

人間性等

阿武町の子どもに

育みたい

４つの心や力

保育園

協力する

※別紙参照「令和７年度 阿武町架け橋期のカリキュラム（交流活動や先生同士の連携について」



月 交流活動・行事 保育園のねらい 小学校のねらい 先生同士の連携

4月

保小担当者会議

接続期に必要な子どもの育ちの確認と交流

会事前打合せ

4月

新１年生についての情報共有や引継ぎ

（福賀小学校）

6月

園児が小・中合同運動会に参加 〈園児〉

学校生活に親しみをもつ。

〈児童や小学校教員、地域の人〉

来年度入学してくる年長児について知る。

運動会の打合せ

6月～７月

園児と１年生の交流会 〈園児〉

１年生や小学校の先生の様子を知る。

１年生や小学校の先生と関わることを楽しむ。

〈児童〉

相手が園児であることを考えて工夫して遊ん

だり、自分が感じた楽しさを伝えたりしよう

とする。

相手に楽しんでもらうことの面白さや、それ

ができるようになった自分の成長に気付く。

交流会についての事前確認と振り返り（評

価・反省）

6月～７月

園児と５年生の交流会 〈園児〉

５年生や小学校の先生の様子を知る。

５年生や小学校の先生と関わることを楽しむ。

〈児童〉

高学年としての自覚を高める。

相手の気持ちを考えたり、自分にできること

を進んで行ったりする。

交流会についての事前確認と振り返り（評

価・反省）

８月 保小担当者会議

１０月

園児と１年生の交流会 〈園児〉

秋の自然に触れ、考えたり感じたりしたことを表

現して楽しむ。

〈児童〉

見つけた秋を伝えようとしたり秋を生かした

遊びを一緒に行ったりする。

交流会についての事前確認と振り返り（評

価・反省）

11月

園児と１年生の交流会 〈園児〉

交流を通して小学校への親しみをもつ。

自然物を使って遊ぶことの面白さを、１年生と共

有し遊びの場が広がる。

〈児童〉

交流することの楽しさや園児の立場に立って

考えることの大切さに気付き、関わり方を工

夫しながら、一緒に遊ぶことができる。

交流会についての事前確認と振り返り（評

価・反省）

２月

園児と１年生の交流会

（一日入学）

〈園児〉

就学に向けて期待をもつ。

〈児童〉

相手の様子を確かめたり、話し方や遊び方な

どを見直したりしながら交流することができ

る。相手の視点に立って一緒に遊ぼうとする

ことができる。

２月

園児と５年生の交流会 〈園児〉

就学に向けて期待をもつ。

〈児童〉

６年生への自覚や期待感を高める。

自らの成長とともに、学級の友達のよさに気

付き、相互理解を深める。

交流会についての事前確認と振り返り（評

価・反省）

２月

新１年生についての情報共有や引継ぎ

（阿武小学校）

３月 保育要録と支援計画等の引渡と情報交換

令和７年度　阿武町架け橋期のカリキュラム（交流活動や先生同士の連携等について）

〈年間通して〉

・園児が小学校の遊具で遊んだり、草や虫を見つけたりする。

・園児が運動会の練習を見学したり、持久走大会の応援に行ったりする。

（Ｒ７年度）４月８日（予定）

阿武町教職員全体研修の後

※小学校と保育園が連絡を取り合って決める。

プログラム内容：体育主任と保育園で打合せ。

プレゼント ：体育主任と事務の先生で打合せ。

〈R６年度の内容〉

①体育主任の指示を聞いて入場。

②先生に名前を呼ばれたら、手を挙げて返事。

③二組に分かれて走る。

「よういドン（笛）」の合図で走り出し、来賓の方からプレゼントを

もらった後、スタートした位置に戻ってくる。

④退場

（Ｒ７年度）４月８日（予定）

保小担当者会議の後

１年担任（保小担当）、年長担任が参加

（Ｒ６年度）２月１９日

一日入学の後 １４：４５～

１年担任（保小担当）、年長担任、養護教

諭、特別支援コーディネーター、長期研修

者が参加


